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基山町立図書館
☎ 92-0289

基山町大字宮浦 60-1

■休館日
　月曜日・年末年始・特別整理期間

■開館時間
　午前 9 時～午後 6 時

https://kiyama.libweb.jp/
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８月の開館予定

：休館日

渦の中へ

医塾に通い、医者を目指
しつつ、女としての幸せも
つかみ取ろうとするおい
ち。そんなおいちの祝言
の日に事件が……。この
世に思いを残して死んだ
人の声を聞けるおいちは、
巳助が闇に呑み込まれて
いく姿を見てしまい、事件
の裏に何かある、と思い、
真相を突き止めるべく動
き始める。人気の青春「時
代」ミステリー第６弾。

極楽征夷大将軍 垣根�涼介�/�著
文藝春秋�/�刊

やる気なし、使命感なし、
執着なしなぜこんな人間
が天下を獲れてしまった
のか？混 迷する時 代に、
尊氏のような意志を欠い
た人間が、何度も失脚の
窮地に立たされながらも
権力の頂点へと登り詰め
られたのはなぜか？幕府
の祖でありながら、謎に
包まれた初代将軍・足利
尊氏の秘密を解き明かす
歴史群像劇。

はじめてのテント山行
登る＆泊まる 徹底サポート BOOK 新版

栗山�祐哉�/�監修
メイツユニバーサル

コンテンツ�/�刊

「好き」を貫く 牧野富太郎の言葉
「言葉と植物」編集班�/�編

青春出版社��/�刊

令和５年春の朝ドラ（らん
まん）のモデルで、日本の
植物学の父と呼ばれる植
物学者・牧野富太郎の名言
を 1 冊にまとめる企画。富
太郎といえば、精巧な植物
図が 有名だが、実は著 作
や 俳句も有名。富太 郎の
名言・俳句から「自分の好
きなものを大切にして、人
生を生ききる」その言葉や
生き様がわかる 1 冊。

太田�差惠子�/�著　　産業編集センター�/�刊
「得する、楽しい、安心」をキーワードに、シニア世代の暮らしに役立つ情報を
多数紹介した便利ブック。「お得なサービス」「無理なく稼ぐ方法」「医療費、介
護費、老後費用…」「健康のこと」「知っていると得するお金のこと」「リスク対応」

「後悔しない終活」など、シニアの暮らしが豊かになるお役立ち情報全 90！

得する！楽しい！安心！
シニアの暮らし便利ブック

今 月 の 新 刊

こんな本もいかがですか

■とっさの怒りに負けない！子育て 野村 恵理 / 著

■ちいさな「農」のある暮らし 多田 千里 / 著

■永遠と横道世之介 上 吉田 修一 / 著

■彼女が言わなかったすべてのこと 桜庭 一樹 / 著

■カーボンニュートラルが変える
　地球の未来　2050 年への挑戦

福岡大学カーボンニュー
トラル推進協議会 / 編

■噴怨鬼 高橋 克彦 / 著

■画像生成 AI がよくわかる本 田中 秀弥 / 著
松村 雄太 / 監修

■物語の種 有川 ひろ / 著

あさの�あつこ�/�著　　　　　　　　　
ＰＨＰ研究所�/�刊

きやまラウンジ「今月の展示」
令和４年度若基小学校卒業生

作品「基山大好き」絵画の展示

不要になった思い出の本の再利用と多世代交流を目的として、
クリーニングデイ佐賀 in 図書館を開催します。

▽日時　　　８月 26 日（土）午前 10 時～午後３時

▽場所　　　図書館 多目的室

▽内容　　　 不要になった思い出の本１冊を持ってくると、引き
換えに欲しい本を１冊もらうことができます。

★写 真と図 解でていね
いに解説 ! ★準備から当
日の動き、次につなげる
メンテまで。 ★軽量化の
アイデアも充実 ! 自分自
身で衣食住のすべてを背
負い大自然の中で生き延
びる。これこそが本来の
登山のあり方だ ! さぁ、
冒険に出かけよう !!

クリーニングデイ佐賀 in 図書館を開催しますクリーニングデイ佐賀 in 図書館を開催します

この本の交換会は「大字基山編集部」との共催です。同日に
屋外では、文房具のおゆずり会や、大字基山編集部主催のアッ
プサイクルマーケットも計画されています。

筑後川本格改修 100 周年記念事業

巡回パネル展
８月８日（火）～ 18 日（金）

筑後川の本格的な改修が始まって、令和５年で 100 周年を迎えます。筑
後川は、古くから私たちの生活に豊な恵みをもたらしてくれる存在である
一方、いったん雨が降るとその姿は一変し荒れ狂う流れとなり、私たちに
とって恐ろしい存在でした。100 周年を契機に筑後川が流域内外の皆さん
により深く理解され、未来につながることを願い、記念事業を実施します。




